
平
成
十
六
年
度
当
初
予
算
は
、

総
額
六
百
三
十
七
億
四
千
四
百
三

十
七
万
二
千
円
で
前
年
度
比
一

〇
・
六
％
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
幅
な
増
の
要
因
は
一
般
会

計
に
お
け
る
歳
入
の
借
換
債
の
増

額
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
借
換
債
（
六
十
三
億
八
百

五
十
八
万
二
千
円
）
を
除
く
と
一

般
会
計
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

二
・
四
％
減
と
な
り
全
体
予
算
総

額
は
前
年
度
比
〇
・
〇
二
四
％
増

の
五
百
七
十
四
億
三
千
五
百
七
十

九
万
円
と
な
り
ま
す
。

特
に
昨
年
六
月
に
国
が
打
ち
出

し
た
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
影
響

を
早
く
も
受
け
、
国
庫
補
助
金
の

削
減
や
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
な

か
、
市
民
の
多
種
多
様
な
行
政
需

要
に
的
確
に
対
応
し
、
実
効
性
の

あ
る
施
策
を
展
開
し
て
い
く
た
め

に
は
、
費
用
対
効
果
を
基
本
と
し

て
行
政
評
価
と
一
体
と
な
っ
た
行

政
改
革
に
さ
ら
に
取
り
組
み
、
中
・

長
期
的
視
点
を
持
っ
て
健
全
な
財

政
運
営
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
置

い
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一

般

会

計

歳
入
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入
は

百
五
十
九
億
八
千
六
百
六
十
八
万

三
千
円
を
見
込
み
、
歳
入
に
占
め

る
割
合
は
四
四
・
〇
％
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
新
た
な
創
設
科
目
と
し

て
、所
得
譲
与
税
二
億
一
千
万
円
、

配
当
割
交
付
金
三
千
八
百
万
円
、

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
二
千

三
百
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
民
生
費
の
構
成
比

が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
二
五
・

五
％
と
最
も
高
く
、
九
十
二
億
八

千
二
百
四
十
五
万
四
千
円
、
衛
生

費
の
構
成
比
が
、
一
〇
・
〇
％
で

三
十
六
億
二
千
八
百
三
十
三
万
四

千
円
、
教
育
費
の
構
成
比
が
九
・

六
％
で
三
十
五
億
千
二
百
四
十
九

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
で
は
、
第
二
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
開
館
・
住
宅
用
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
助
成
制
度
事
業
、

座
間
市
特
産
品
等
認
定
制
度
の
確

立
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
の
過
程
で
は
、
収
納
対
策

で
他
市
と
の
連
携
を
考
え
て
い
る

の
か
、
資
源
物
分
別
収
集
回
数
増

に
つ
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

施
設
管
理
者
等
つ
い
て
積
極
的
に

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

最
近
の
経
済
及
び
社
会
情
勢
を

反
映
し
て
、
従
来
の
加
入
者
構
造

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
生
じ
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
加
入
者
数
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
世
帯
数

に
つ
い
て
も
市
域
全
体
の
四
五
％

を
占
め
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、

依
然
と
し
て
医
療
費
の
増
加
が
続

き
、
財
政
運
営
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

審
査
の
過
程
で
は
、
市
税
及
び

国
保
税
の
滞
納
額
が
年
々
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
解
消
に
む
け
て
十

六
年
度
に
お
い
て
収
納
嘱
託
員
を

一
名
増
員
し
、
よ
り
大
き
な
収
納

効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
等
、
議
論

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

老

人

保

健

特

別

会

計

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
医
療
給

付
費
五
十
八
億
九
千
二
百
五
十
四

万
三
千
円
、
医
療
支
給
費
一
億
一

千
二
百
八
十
五
万
円
、
審
査
支
払

手
数
料
二
千
五
百
九
十
七
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
老
人

医
療
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
老

人
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
対
象
年

齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
年

間
平
均
の
受
給
者
を
八
千
六
百
九

十
九
人
と
見
込
み
ま
し
た
。
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

主
な
事
業
は
、
汚
水
管
整
備
の

促
進
を
図
る
べ
く
相
武
台
・
緑
ヶ

丘
地
域
を
中
心
に
整
備
を
行
う
。

浸
水
解
消
を
目
的
に
雨
水
管
整
備

を
図
る
べ
く
相
武
台
、
広
野
台
、

ひ
ば
り
が
丘
地
域
に
対
し
工
事
を

実
施
予
定
。
市
単
独
事
業
で
は
、

公
共
下
水
道
左
二
十
四
処
理
分
区

工
事
分
割
の
一
ほ
か
五
路
線
、
約

千
七
十
九
メ
ー
ト
ル
の
汚
水
管
渠

の
整
備
、
ま
た
、
雨
水
管
渠
は
三

路
線
、
約
三
百
七
十
二
メ
ー
ト
ル

の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

本
年
度
は
第
二
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
二
年
目
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
一
層
の
高
齢
者
施
策
の

推
進
と
介
護
保
険
事
業
の
よ
り
円

滑
で
安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
、

国
に
お
い
て
は
、
制
度
全
般
に
対

す
る
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

市
と
し
て
具
体
的
制
度
改
善
に
つ

い
て
の
意
見
を
、
機
会
を
と
ら
え

国
・
県
に
対
し
て
具
申
し
て
い
き

ま
す
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

水

道

事

業

会

計

給
水
人
口
の
伸
び
に
よ
り
、
計

画
給
水
人
口
の
認
可
変
更
申
請
に

向
け
て
厚
生
労
働
省
と
協
議
を
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
計
画
給
水

人
口
十
二
万
八
千
二
百
五
十
二
人
、

計
画
一
日
給
水
量
五
万
八
千
六
百

八
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
新
た
に
平

成
二
十
五
年
を
目
標
年
度
と
し
て
、

計
画
給
水
人
口
を
十
四
万
千
五
百

八
十
人
、
計
画
一
日
最
大
給
水
量

を
五
万
二
千
六
百
三
十
立
方
メ
ー

ト
ル
に
変
更
す
る
た
め
の
条
例
の

一
部
改
正
を
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
水
道
事
業
五
十
周

年
を
迎
え
、
先
人
の
方
々
に
感
謝

し
つ
つ
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
記

念
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

審
査
の
過
程
で
は
、
条
例
改
正

に
つ
い
て
、
一
日
の
最
大
取
水
に

対
し
、
自
己
水
源
と
県
水
受
水
と

の
割
合
等
に
つ
い
て
、
活
発
に
議

論
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
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３月定例会

昨昨
年年
にに
引引
きき
続続
きき

福福
祉祉
・・
環環
境境
・・
防防
災災
をを
三三
本本
柱柱
にに

三
月
定
例
会
は
二
月
二
十
五
日
に
開
会
し
、
市
長
提
出
議
案
三
十
七
件
、
議
員
提
出

議
案
十
三
件
、
陳
情
十
五
件
を
審
議
し
、
三
月
二
十
四
日
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
議
会

で
は
、
平
成
十
六
年
度
の
市
政
を
決
め
る
当
初
予
算
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
開
館
に

伴
う
条
例
制
定
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員

の
同
意
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成１６年度各会計当初予算
（ ）内は借換債を除いた場合 （単位：千円）

増減率％

１７．２
（△２．４）

２．８

△１．１

△３．８

１５．４

２．０

９．６

１０．６
（０．０２）

増 減

５，３４９，７０６
（△７５０，０７６）

２７０，５０３

△６９，７７２

△１８５，４４４

４５３，０１６

４６８，３０３

２９４，１５１

６，１１２，１６０
（１２，３７７）

平成１５年度

３１，０１７，０００
（３０，８０８，２００）

９，６０９，０８６

６，１０２，２９６

４，８８４，８６９

２，９４８，１９３

２３，５４４，４４４

３，０７０，７６８

５７，６３２，２１２
（５７，４２３，４１３）

平成１６年度

３６，３６６，７０６
（３０，０５８，１２４）

９，８７９，５８９

６，０３２，５２４

４，６９９，４２５

３，４０１，２０９

２４，０１２，７４７

３，３６４，９１９

６３，７４４，３７２
（５７，４３５，７９０）

区 分

一 般 会 計

国民健康保険事業

老 人 保 健

公共下水道事業

介 護 保 険 事 業

小 計

水 道 事 業 会 計

合 計

特

別

会

計

満 開 の 桜 並 木 （１６．４ 東原）

※借換債：すでに発行したものを借り換えるために発行する地方債


